機密性２






（様式１）
	｢ソフトウェア・プロダクト・オブ・ザ・イヤー® 2008申請書｣

申込日 平成20年　月　日

	プロダクト名
	

	分　野

（該当する番号に○印）
	①産業・企業・行政
分野

②家庭・個人
分野

③安心・安全
分野

④システム・基盤
分野
注意：重複申請は出来ませんので必ず該当する分野を一つ選んでください。

また、応募いただいたプロダクトについては、審査過程において、IPAにて対象分野を変更させていただく場合がありますので、ご理解くださいますようお願いいたします。

	会社名

（グループ

名等）
	（フリガナ）
	代 表 者
	役　職
	氏　　　名

	
	
	
	
	（フリガナ）



	所在地
	〒

	設立年月
	西暦　　　　　年　　　　月
	資本金
	百万円

	従業員数
	人
	直近の売上高
	（　　　　年　　月～　　　　年　　月）

百万円

	ＵＲＬ
	http://

	連　絡

担当者
	所 属 部 署
	役　　職
	ＴＥＬ
	

	
	
	
	ＦＡＸ
	

	
	氏名
	（フリガナ）


	e-mail
	

	今回の
応募に至ったｱﾋﾟｰﾙﾎﾟｲﾝﾄ
	応募されたプロダクトが、2008年のソフトウェア・プロダクト・オブ・ザ・イヤー®に相応しいプロダクトである根拠を簡潔に記載してください。（例えば、新規性・利便性･有用性･利用(販売)実績等。尚、詳細については次項以降の項目で述べてください。）


	

	独立行政法人　情報処理推進機構（IPA）は、当機構の事業活動に関してのお知らせやご意見募集をメールで

行っております。

　　　　上記のメール配信について同意される場合は、以下にメールアドレスをご記入ください。

　　　　　　　　　　　　　　　

E-mail　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　※応募者の個人情報の管理につきましては、IPAホームページ

　　　　　　(URL: http://www.ipa.go.jp/about/privacypolicy/index.html）のプライバシーポリシー及び個人情報保護をご参照ください。



	ソフトウェア・プロダクトの概要
	〆 機能・特徴・用途を簡潔に説明し、参考となる資料掲載のサイトがある場合は、アドレスを記載してください。


	プロダクトの優位性
	〆 プロダクトの機能、その機能を実現した技術的な新規性（革新性）を具体的に記載してください。(具体的な数値情報があれば明記してください。)

〆 プロダクトの特徴（セールスポイント）〔利便性（操作性）、有用性（品質、性能、安全性）〕について、具体的に記載してください。(具体的な数値情報があれば明記してください。)



	プロダクトの優位性
	〆 競合するプロダクトとの比較・競争力（①競合製品名・企業名、②競合製品と応募製品の性能・価格等の比較）を具体的に記載してください。
注意：組込みソフトウェア･プロダクトについては、ソフトウェアが担っている機能等について記載してください。

	　主　な　用　途　お　よ　び　実　績　等
	〆 プロダクトの主な用途(利用目的、適用分野、対象としている利用者層等)を記載してください。
〆 プロダクトの供給形態〔代表的な供給(販売)チャネル、サービス体制等〕を記載してください。



	主　な　用　途　お　よ　び　実　績　等
	〆 プロダクトの販売(ダウンロード数)実績〔主要販売先、本数(ダウンロード数）、販売価格(ユーザー数)等〕

注意：プロダクトの販売(公開)時期、直近1ヵ年の実績(ダウロード数等)や伸び率、累計は必ず記載してください。

組込み系ソフトウェア・プロダクトについては、具体的に導入されている商品名等を記載してください。また、過去１年間の実績・伸び率がわかるように、具体的に記載してください。なお、開示(記載)できない場合は、審査対象外となる場合がありますので、ご理解くださいますようお願いいたします。

また、販売価格につきましても競合する他社との比較においてモデルとなるケース（例：ユーザ数100を想定した場合等）を記載願います。

〆 海外展開の実績、今後の戦略
〆 プロダクト利用者（ユーザー）の評価等があれば記載してください。 



	開発関係
	〆 ソフトウェア･プロダクトの開発経緯（開発の動機、目的、狙い）と履歴(バージョンアップ情報)

注意：オープンソースソフトウェアの使用や企業買収によるソフトウェアの使用がある場合は、具体的に記載してください。

共同開発の場合は、共同開発者との具体的な役割及び寄与度を記載してください。

また、知的財産権(特許権、著作権等)について、応募者と異なる場合は、その権利関係も明記してください。


	イ ン パ ク ト 等
	〆 ソフトウェア･プロダクトの産業・社会へのインパクトを記載してください。（特に、この一年程度の期間においてソフトウェア･プロダクトが与えた影響度を具体的に記載してください。 


	動作環境（ＯＳ、前提となるソフトウェア、ハードウェア構成等）
	〆 ソフトウェア･プロダクトの動作環境（ＯＳ、前提となるソフトウェア、ハードウェア構成等）を記載してください。



	本賞への応募歴
	〆 過去に本賞へ応募したことがある場合には、その応募年度を記載してください。

	添付資料

	［カタログ、学会誌記載記事等］

（応募書類および添付資料は返却いたしません。）



	下記のアンケートにご協力ください。（広報活動の参考とするもので、審査には一切関係ありませんが、必ず記入をお願いします）
ソフトウェア・プロダクト・オブ・ザ・イヤー®の募集について、何で知りましたか？ 該当する数字を○で囲んでください（複数回答可）
(1)
ＩＰＡホームページ

(2)
ＩＰＡからのお知らせ(メールニュース)

(3)
経済産業省、経済産業局等からのお知らせ

(4)
協力関係機関等〔(社)企業情報化協会,(社)組込みシステム技術協会,(社)コンピュータソフトウェア協会,(社)情報サービス産業協会等)からのお知らせ〕　（機関名：



　　　　　　　
　）

(5)
各種メルマガ
（メルマガ名：




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

(6)
知人・友人から聞いた

(7)
上司・同僚から聞いた

(8)その他
（


　　　
                   　　　　　　　　               　　）




















































































































































































































































































































PAGE  
6

